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　当センターのこれまでの研究により，UV-LEDを酵母の育種に利用することで，既存の酵母と
は異なった性質の酵母が育種できることが明らかとなった．そこで，UV-LEDを利用した微生
物育種用機器開発の可能性を探るため，育種に使用するUV-LEDの波長が，育種酵母の性質
に与える影響について調査を行った．

　試作した微生物育種用機器に改良を加え，280nmに加え，270nm，330nm，255nmの紫外
線を照射可能なUV-LED光源を作製した．
　清酒酵母にそれぞれの波長の紫外線を照射し，酵母生菌数の経時変化を調べることで，各
波長における最適照射時間の検討を行った．最適条件で清酒酵母に各波長の紫外線を照射
し，得られた変異酵母について，酵母の性質を調べた結果，280nm，270nmおよび330nmの紫
外線照射時には，親株と比較して，香気成分生成能が高まり，発酵力の低下が少ない優良な性
質を有する清酒酵母が取得できた．一方，255nmの紫外線照射時には，香気成分生成能が高
まった酵母は取得できたが，当該酵母は全て発酵力が大きく低下していた．
　本調査研究により，UV-LEDの波長により取得酵母の性質が異なる可能性が示唆されたた
め，今後は，より詳細なデータを取得し，UV-LEDを利用した微生物育種用機器の開発に繋げて
いく．

　UV-LEDを用いて育種した優良酵母は「LED夢酵母」と命名され，当該酵母を使用して県内酒
造企業が醸造した清酒が市販されている．
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